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令和４年２月 

かずさ水道広域連合企業団議会定例会会議録 

 

 

○招 集 年 月 日   令和４年２月１５日 

○招 集 の 場 所   かずさ水道広域連合企業団議場 

○開 会 の 日 時   令和４年２月１５日  午後２時００分 

○閉 会 の 日 時   令和４年２月１５日  午後４時０１分 

○出 席 議 員 

        １番  村 田   稔 君        ２番  佐 藤 麗 子 君 

        ３番  笹 生   猛 君        ４番  佐久間   勇 君 

        ５番  石 井 志 郎 君        ６番  石 上   塁 君 

        ７番  小 倉 靖 幸 君        ８番  橋 本 礼 子 君 

        ９番  竹 内 伸 江 君       １０番  座 親 政 彦 君 

       １１番  近 藤   忍 君       １２番  斉 藤 高 根 君 

       １３番  𠮷 本   充 君        ８番  橋 本 礼 子 君                      

○出 席 説 明 者 

  広域連合企業長  渡 辺 芳 邦 君  副広域連合企業長  高 橋 恭 市 君 

  事 務 局 長  松 上 晴 彦 君  技 師 長  大野木 英 司 君 

総 務 企 画 課 長    鈴 木 光 教  君    参事（業務課長）  花 澤 吉 敬 君 

経 理 課 長  大 海 眞 美 君  工 務 １ 課 長  吉 岡 保 彦 君 

工 務 ２ 課 長  高 木 勝 義 君  浄 水 １ 課 長  鮎 川 正 弘 君 

浄 水 ２ 課 長  鈴 木 良 彦 君  事 業 計 画 室 長  林     豊 君 

総務企画課副課長  増 田 政 弘 君  工務１課副課長  加 藤 正 志 君 

工務２課副技監  星 野   誠 君  工務２課副課長  藤 村 浩 隆 君 

浄水１課副課長  齊 藤 新 一 君  浄水２課副課長  松 井 紀 裕 君 

業 務 課 班 長  内 田   豊 君  浄水１課副課長  齊 藤 新 一 君 

 

  監 査 委 員  多 田   賢 君 

 

○出席事務局職員 

  議 会 事 務 局 員   田 口 貴 之  町 田 菜々子  髙 濵 純 平 

 

○議 事 日 程 

日 程 第 １      議 席 の 指 定 

日 程 第 ２      会 期 の 決 定 

日 程 第 ３      会議録署名議員の指名 

日 程 第 ４      議 案 の 上 程 

議案第１号 令和３年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計補正予算 

（第２号） 

議案第２号 令和４年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計予算 

      議案第３号 水道料金等債権の放棄について 
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日 程 第 ５  広域連合企業長の提案理由説明 

日 程 第 ６  議 案 審 議 

 

○議事日程に付した事件  議事日程のとおり 

 

 

 

開           会 

 

（令和４年 ２月１５日  午後２時００分） 

 

議長（佐藤麗子君） これより令和４年２月かずさ水道広域連合企業団議会定例会を開会いたし

ます。本日の出席議員は１３名でございます。定足数に達しております。議事日程について

申し上げます。これからの議事は、皆様のお手元に配付しております日程表に基づいて、進

行させていただきます。 

なお、本会議での発言は感染症対策のため、すべて着座でお願いいたします。  

  また、議案説明のため、地方自治法第１２１条の規定により、広域連合企業長、副広域連

合企業長及び事務局長ほか事務局職員の出席を求めましたので、御了承願います。 

  なお、本日の事務局出席者については、座席表をお手元に配付してございますので、御参

照ください。 

 

 

 

 

諸  般  の  報  告 

 

議長（佐藤麗子君） 日程に入るに先立ちまして、諸般の報告をいたします。 

監査委員から、地方自治法第１９９条の規定による定期監査及び地方自治法第２３５条の

２の規定による例月出納検査の結果について報告がありました。お手元に写しを配付してお

きましたので、御了承願います。 

諸般の報告は以上であります。 

 

 

 

議  席  の  指  定 

 

議長（佐藤麗子君）  これより日程に入ります。日程第１、議席の指定を行います。 

 議席は、ただ今、御着席の氏名標のとおり指定いたします。 
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会  期  の  決  定 

 

議長（佐藤麗子君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期を本日一日限りとすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） 御異議ないものと認めます。よって、会期は本日一日限りと決定いたしまし

た。 

 

 

 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

 

議長（佐藤麗子君） 日程第３、会議録署名議員の指名をいたします。 

本件につきましては、かずさ水道広域連合企業団議会会議規則第９７条の規定により、議

長において指名をいたします。 

会議録署名議員に議席番号９番竹内伸江君、議席番号１３番𠮷本充君を指名いたします。 

  

 

 

広 域 連 合 企 業 長 あ い さ つ 

 

議長（佐藤麗子君） 次に、広域連合企業長から招集のあいさつがあります。 

広域連合企業長(渡辺芳邦君) 本日、ここに、かずさ水道広域連合企業団令和４年２月定例会を

招集いたしましたところ、議員の皆様には、新型コロナウィルス感染症が新たな段階を迎え、

その対応をはじめとする諸事御多用の中、出席を賜り誠にありがとうございます。 

  当広域連合企業団は、平成３１年１月２１日に設立され、３年が経過いたしました。その

間、いくつもの厳しい場面を経験いたしましたが、多くの方々に支えられながら、市域を超

えた組織力で乗り越え、今日を迎えることが出来ました。設備の老朽化は、残念ながら統合

前の想像を超える進み方をしており、特に、漏水については、日々対応に取り組んでおりま

すが、解消に至るには今後も多くの努力を重ねる必要がございます。この他にも課題は多く

ございますが、統合広域化基本計画が目指す住民の皆様に将来にわたって安心いただける水

道事業体となるべく、取り組んでまいりますので皆様にも御協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

  本日、上程した議案は３件でございます。詳細は、後ほど説明いたしますが、十分なる御

審議をいただきますようお願い申し上げまして招集のごあいさつとさせていただきます。ど

うぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

議  案  の  上  程 
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議長（佐藤麗子君） 日程第４、議案の上程を行います。議案第１号から議案第３号までを一括

上程いたします。議案はお手元に配付いたしましたとおりです。 

 

 

 

広 域 連 合 企 業 長 の 提 案 理 由 説 明 

 

議長（佐藤麗子君） 日程第５、広域連合企業長に提案理由の説明を求めます。 

広域連合企業長(渡辺芳邦君) はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 広域連合企業長渡辺芳邦君。 

広域連合企業長(渡辺芳邦君) はい、それでは、本日提案いたします議案の概要につきまして御

説明申し上げます。今議会に提出いたしました議案は３件でございます。 

  内容といたしましては、令和３年度水道事業会計補正予算第２号として、非常用自家発電

機の整備に係る国・県の補助金及び出資金、給水収益の増加に伴う受水費の増などについて

令和３年度予算を補正しようとするもの、令和４年度水道事業会計当初予算として、統合広

域化基本計画に掲げる施設整備水準の改善と災害対策を推進し、計画的・効率的な事業運営

に配慮した令和４年度予算について議会の議決を得ようとするもの、水道料金等に係る債権

放棄について議会の議決を得ようとするものでございます。 

  以上が、本日の議案の概要でございますが、詳細につきましては、事務担当者が説明いた

しますのでよろしく御審議くださるようお願いいたします。 

 

 

 

議  案  審  議 

 

議長（佐藤麗子君） 日程第６、議案審議を行います。 

議案第１号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（松上晴彦君） はい。 

議長（佐藤麗子君） はい。事務局長松上晴彦君。 

事務局長（松上晴彦君） それでは、議案第１号「令和３年度 かずさ水道広域連合企業団水道事業会計補

正予算（第２号）」につきましての、補足説明を申し上げます。 

  議案書の別冊「令和３年度 かずさ水道広域連合企業団水道事業会計補正予算（第２号）」と書かれまし

た資料の１ページをお開き願います。 

今回の補正予算案は、国庫補助金、地方公営企業繰出金、その他の所要額についての予算額を補正

しようとするものでございます。 

まず第１章水道事業でございます。第１条は「総則」で、第２条が「収益的収入及び支出」の補正でご

ざいます。 

収入では、第１款水道事業収益を５，０００万円増額し、１０８億１，６４５万３，０００円に補正し

ようとするものです。これは、袖ケ浦市域の人口増加による給水料金収入の増額でございます。 

支出では、第１款水道事業費用を４，４４４万３，０００円増額し、１０１億９，２０９万２，０００

円に補正しようとするものでございます。 
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内容といたしましては、袖ケ浦市域の給水量の増加に伴う水道用水供給事業からの受水費の増額   

１，３００万円と、昨年末に角山配水場内の６００ミリ管の接合部が老朽化により破損をいたしました、

このとき生じた漏水対応経費ということで２，６００万円、営業費用合計３，９００万円を増額するとい

うものでございます。 

また、これらの変動に伴って､営業外費用の納付消費税を５４４万３，０００円増額するものでございま

す。 

第３条です。「資本的収入及び支出」の補正でございます。 

収入では、第１款資本的収入を３，３２２万２，０００円増額し、４７億４，８９２万９，０００円に

補正しようとするものでございます。 

内容といたしましては、国及び県の補助金を申請いたしました君津市域の小糸浄水場、藤林送水ポンプ

場、鎌滝浄水場、小糸６号井、富津市域の竹岡増圧ポンプ場、それから竹岡加圧ポンプ場、袖ケ浦市域の

林加圧場の非常用自家発電設備工事につきまして、すべて交付決定を頂戴することができました。この決

定は、当初予算案の編成後であったということで、今回補正をするというものでございます。 

その内訳ですが、施工箇所の君津市、富津市、袖ケ浦市からお受けする出資金１８６万８，０００円の

増額と国庫補助金２，３６２万４，０００円の増額、県補助金７７３万円の増額でございます。 

支出では、第１款資本的支出を２４２万６，０００円増額し、７９億６，３１７万９，０００円に補正

しようとするものでございます。 

これは、君津市域、袖ケ浦市域の人件費が不足をいたしましたので増額の補正をしようとするものでご

ざいます。この結果、資本的収入額が資本的支出額に対しまして３２億１，４２５万円の不足となります。

この分につきましては、過年度分損益勘定留保資金などで補てんをするものといたします。 

 ２ページを御覧ください。 

  第４条は「債務負担行為」の追加でございます。施工時期の平準化を図ることなどを目的に、木更津市

域、君津市域及び袖ケ浦市域の配水管工事に係る事業４件を新たに設定しようとするものでございます。 

第５条は「議会の議決を経なければ流用することのできない経費」を補正するもので、職員給与費を   

２４２万６，０００円増額するものでございます。 

 第６条です。｢他会計からの補助金等｣の補正でございます。非常用自家発電設備の整備について、出資

金を太字のとおり補正しようとするものでございます。 

  次に３ページを御覧ください。 

第２章水道用水供給事業でございます。第１条は「総則」、第２条が「債務負担行為」の補正でござい

ます。追加１件、変更１件でございます。追加する１件は、令和５年度中の完成を目指し早期着手を図る

ために債務負担を設定して年度内発注をしようとするものでございます。変更する１件は、当初、工事を

昨年１１月から開始する計画としておりましたが、入札不調が２回ありました。そのため、工期を令和４

年４月から令和５年３月までといたしまして、工事の内容も一部見直しを行い、限度額を５，７００万円

増額しようとするものでございます。 

 以下、補正予算案の補足資料といたしまして「補正予算に関する説明書」を添付しております。  

９ページをお開きください。 

はじめに、第１章水道事業でございます。「補正予算（第２号）実施計画」では、予算科目の款・項・

目の金額を記載しております。 

１１ページをお開き願います。 

令和３年度の「予定キャッシュ・フロー計算書」でございます。期末時点での資金残高が表の一番右の

下に６８億９，７０１万８，０００円と予定をさせて頂いております。令和２年度決算額を反映させまし

た結果、当初予算で計上した額よりも増える見込みとなっております。 
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なお、その他の説明資料でございますが、１２ページから１５ページが「給与費明細書」でございます。

１６ページが｢債務負担行為に関する調書｣、１７ページから１８ページが令和３年度末時点の「予定貸借

対照表」、１９ページから２１ページが「注記」といたしまして、今回の財務諸表などの作成の際に適用

をいたしました会計処理の基準などを掲載させていただいております。 

次に第２章水道用水供給事業ですが、２５ページに「債務負担行為に関する調書」を付けております。 

また、２９ページから３１ページは「参考資料」といたしまして、補正予算案を反映させた水道事業の

市域毎の状況とそれぞれの補正額を付けております。説明は以上でございます。 

よろしく御審議くださいますよう、お願い申し上げます。 

議長（佐藤麗子君） 補足説明が終わりましたのでこれより質疑を行います。質疑はございません

か。 

議員（近藤  忍君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） はい。着座で質問させていただきます。 

今回、同意を受けた自家発電設備関係なんですけれども、国庫補助または県の補助金対象と

いうことですが、今回その対象が多分７件だと思いますが、その総額とかっていうのは、まだ

皆さん資料等でお示しいただいてないですよね。では最初に総額でいくらの工事になるかお

示しください。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 総務企画課長鈴木君。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい。ただ今の御質問にお答えさせていただきます。 

総事業費につきましてですけれども、こちら７件につきまして、総事業費は１億９，２０４万     

９，０００円となっております。以上でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） １億９，２００万円の工事に対しまして国・県補助が３，１３５万４，０００円という

ことで、補助率が１６．３％。補助対象ではない部分があるかとは思いますが、８３．７％が地元の負担

ということになるかと思うんですが、この中での出資金とあと自己資金の分配というはどういう形になっ

ているか、教えていただければと思います。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただ今の出資金と自己資金の分配、計算の仕方ということでよろし

いでしょうか。 

こちらなんですけれども、先ほど申し上げました総事業費１億９，２００万円、約になりま

すが 1億９，２００万円に対しまして、こちらですけれども、そこから国庫補助額を引いてま

いります。国庫補助額を引いてまいりまして、それに対する半分が出資金となります。その残

りが自己財源となってまいります。以上でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 半分が出資金ということであれば､先ほど１億９,０００万から３,０００万

を引いて、１億６，０００万くらい残ったとすると、８，０００万くらい今回出資金の増額

補正が行われるのが適当なところかなと思いますけれども、出資金の増額が国庫補助金に対

して多くなる。また、行政負担割合でみると富津は確かに増えているんですが、今回対象事
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業になっている君津・袖ケ浦では出資金の総額が減っているという状況がありまして、そも

そも出資金は広域事業に対する出資ということで、非常用災害発電に対する出資金が今まで

考えられていなかったと思うんですよ。今回それが加わってきたんで、出資金が増えるとい

うのであれば分かるんですが、富津区域のみが増え、君津・袖ケ浦が減っているというのが

ちょっと理解できない部分があるんですが、そのあたりの御説明をお願いしたいと思います。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただ今の御質問ですけれども、君津市域と袖ケ浦市域が減になって

おります。富津市域だけ増になっている、この差ということでよろしいでしょうか。 

こちらにつきましては工事費から補助金を引いて、総事業費から補助金を引きまして２分

の１が出資金という形になっておりますので、これにつきましては、補助金が増えてくれば

出資金は減るような形になるのが通常だと思われます。そこで今回富津市域の方が増加して

おります。こちらにつきましては、当初の工事費が、対象の工事費が当初より増えております

ので、補助金も増えておりますが出資金も増えているような状況でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） そうすると確認ですが、この非常用発電については半分を出資金でやるとい

う、当初予算の確認ですが、半分を出資金でやるという基で計算しておって、国庫補助が付い

た分だけ出資金が減になったと。だから、そういう意味で言うと、当初の出資計画よりも、当

初の出資計画では非常用発電がないんで、本来はそれから比べると一時的に増えてると思う

んですが、これを１回増の改定をやって、で、今回はそれから減になったというような予算の

流れであったのかなと、ちょっとこれ確認したいと思うんですが、これで理解間違いないでし

ょうか。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただ今のお話ですけれども、当初予算の作成時ですけれども、こち

らにつきましては、非常用自家発電設備の補助金というものはまだ決まっておりませんでし

たので予算計上はしておりませんでした。そのあとに遅れて３月くらいになりまして、そうい

うものの通知が来まして補助金を申請していくような形となりましたので、それにつきまし

ては、今回の補正におきまして補助金を新たに付けさせていただきまして、それと、また出資

金につきましても増えた分について付け加えさせていただいた形でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 質問は、国庫と県補助は今回付いたことは分かるんですが、当初の段階でこ

の７件の工事は、半分出資金で半分自己財源で行おうとしておって、その出資金というのは当

初の統合基本計画にあった出資金以外の出資金ということで始めた事業ということで間違い

なかったのかという質問です。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、その通りでございまして、当初の基本計画の中にはこちらの

自家発の出資金等は入ってございません。 

議員（近藤  忍君） はい。 
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議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 長くなりましたんで最後にしますが、これで今回の７件で四市の非常用発電

がとても終わったとは思わないんですよ。令和元年台風で停電になっていろいろあったので、

できる限り持たせようということですと、これについての全体計画を立てて、どれくらいその

追加が必要になるのか、各市の出資がどれだけ増えるのか。また国庫とか県とかが、今後も引

き続き支出してくれるのかどうなのか、今回一時的なものなのか長期的なものなのか分かり

ませんけれども、この災害対応についての追加になった部分の全体像というのは、ある程度計

算、検討がされて見えてきているということでよろしいでしょうかね。今回は単年度分の補正

ですけども、全体の見えた中での今回という形なのか、その辺御説明いただければと思いま

す。 

事業計画室室長（林  豊君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 林事業計画室室長。 

事業計画室室長（林  豊君） 全体計画について事業計画室からお答えします。非常用発電機設備

の新規設置については統合広域化基本計画には見込んでいなかったことから、統合前の各市

水道部で計画していたものなどを基に１００戸以上の断水回避を目標とし、主要な施設に設

置することを考えています。市域毎における今後の設置見込みですが、すべての設置が完了す

る順で、富津市は令和３年度の設置工事により給水区域約９８％の長期断水を、袖ケ浦市は令

和４年度・５年度に２つの施設に設置して給水区域約９８％の長期断水を、君津市は令和４年

度以降１０年度までに１２の施設に設置して給水区域約９５％の長期断水を回避できるもの

と考えております。全体的な計画の流れはそういったことを考えております。説明は以上にな

ります。 

議員（近藤  忍君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 今お聞きしました中、いつも毎議会ごとにというところなんですが、多分そ

の中でも自己資本の部分とかが、今後の水道料金の計算に大きな影響を及ぼしてくる部分で

あるというふうに考えております。ですから、その辺も年度としては示していただきましたけ

れども、全体額はどれくらいになり、また、各市の出資もそれによって当初の出資より大分増

えてくる、多分君津なんかは大分増えてくるとは思うんで、そのあたりはもう明確にそろそろ

していっていただきたいなというところがありますので、まだ確定していないでしょうから

よろしいんですが、急ぎ取りまとめていただきますようよろしくお願いいたします。私からは

以上です。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございますか。 

議員（座親政彦君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 座親議員。 

議員（座親政彦君） はい。今の近藤議員との質問と関連があるんですけれども、補正資料と書い

たこのインデックスが貼ってある４ページものの資料の２ページの下段のところに、今質問

のありました非常用自家発電設備の整備に係る国・県補助の補助金の補正と構成団体からの

出資金を補正する。その下に、その他に、業務の増加に伴い人件費に不足が見込まれるので補

正をするというふうに書いてありますけれども、ちょっと細かい話で恐縮なんですが、この増

加する業務の具体的な内容と補正金額について、もしこの資料のここに書いてあるというこ

とであれば教えていただければと思います。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 
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議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい。ただ今の人件費の補正についてお答えさせていただきます。

こちらにつきましては、こちらの資料内に記載はございませんので、御説明させていただきま

す。水道事業の資本的支出に係ります人件費、こちらの補正についてでございますけれども、

こちらは君津市セグメント及び袖ケ浦市セグメントの時間外勤務手当の増額によるものでご

ざいます。 

増額となりました要因ですけれども、こちらは当初予算の編成時に予定していた業務量を

超える工事等が発生したことによるものでございます。その主な業務内容といたしましては、

開発事業者が行う特設配水管の布設工事が当初予算算定時には申請件数を５件程度と想定し

ておりましたところ、２倍の１０件となり、これに伴います申請書の審査それから現地立ち

合い等の業務が増加したこと、また、１２月２９日に袖ケ浦市角山配水場で発生いたしまし

た漏水事故も想定外のもので、その復旧作業の応援に４条職員が入っております。 

その他にも、市の道路所管課からの依頼により市道の改修に伴います緊急工事２件を急遽

発注することになったこと、また、当初予定しておりました昼間の工事、こちらが警察との協

議によりまして、夜間工事に変更となりまして夜間の施工立ち合いが必要になったことなど

によるものでございます。補正いたします金額でございますけれども、こちらは君津市セグ

メントで１８９万９，０００円、袖ケ浦市セグメントで５２万７，０００円、合計２４２万 

６，０００円となっております。以上でございます。 

議員（座親政彦君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 座親議員。 

議員（座親政彦君） はい。分かりました。同じこの補正資料の今度３ページのところに、債務負

担行為のところで一番下のところに大寺浄水場の排水処理棟の耐震補強に係る経費でござい

ますが、昨年の１１月からの工期が、入札が２回不調となったということで、伸ばすというこ

とと工事内容一部追加というふうに書いておりますけれども、この不調となった要因とそれ

から追加する工事の内容について教えていただければと思います。 

工務１課長（吉岡保彦君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 吉岡工務１課長。 

工務１課長（吉岡保彦君） はい、私からお答えさせていただきます。本工事は第４次施設整備計

画に基づき、２カ年にわたり施設耐震化及び機械設備修繕等を施工するもので、制限付き一般

競争入札にて執行しました。令和３年１０月に実施した１回目の入札では１者が応札したも

のの予定価格超過となりました。この結果を受け、設計書を精査した上で施工条件等の内容を

見直し、令和３年１２月に実施した２回目の入札では２者が応札しましたが、２者とも最低制

限価格を下回りました。本工事は債務負担行為を設定しており、２回の入札不調により工事着

手が遅れることで２カ年の工事費配分が変わり、当初予算の令和４年度債務負担行為限度額

が超過することから、令和３年度中の入札執行が困難となりました。第４次施設整備計画に基

づき事業を進捗させるため、本工事は令和４年度中の工事完成を目指しており、工事期間に 

１２カ月を要することから令和３年度中に契約を締結し令和４年４月に工事を着手する必要

があります。このことから、補正予算にて債務負担行為限度額を１億１，２００万円から１億

６，９００万円に増額変更しようとするものです。 

なお、補正予算が議会承認された場合に今年度執行する設計書の内容は、別途発注予定工事

であった排水処理棟の屋上防水や新管理本館の屋上手摺設置等の工事を追加し積算していま

す。以上でございます。 



 

- 10 - 

議員（座親政彦君） ありがとうございました。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（石上  塁君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 石上議員。 

議員（石上  塁君） はい。石上です。よろしくお願いいたします。この補正の内容にちょっと適

しているかどうかわからないんですけど、今年度事業というところで、１月の報道で水道管の

塗料の問題というのが発生いたしました。皆さん御承知のとおりであるかと思うんですが、各

自治体で水道工事が停止したというところがあったんですけれど、当企業団での事業におけ

るこれの影響があったのかどうかというところを、まず、お聞きしたいと思います。 

工務１課長（吉岡保彦君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 吉岡工務１課長。 

工務１課長（吉岡保彦君） 私の方からは今回の事案について、当企業団の対応を御説明させてい

ただきます。 

報道された内容によれば、当広域連合企業団をはじめ全国的に広く利用しているダクタイ

ル鋳鉄管に使用されている塗料について、塗料メーカーである神東塗料株式会社が平成１３

年１１月に公益社団法人日本水道協会規格、これ、いわゆるＪＷＷＡ規格というものですが、

そちらの認証を不正に取得した疑いがあるというものであり、日本水道協会ホームページに

よると不適切な行為の内容は次の２点でございます。 

１点目としまして、水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料の規格取得時に同規格で規定さ

れている試験条件と異なる条件で得られた試験結果により認証を取得したということ。２点

目、規格認証品の中に同規格で規定された原料以外の原料が使用されていたことがあるとい

うことでございました。このことから水道メーカーは製品の安全性が確認されるまでの間、

神東塗料株式会社の塗料を使用しているダクタイル鋳鉄管の全製品の出荷を停止した、とい

うことが事案でございます。 

次に当広域連合企業団では令和４年１月１２日に厚生労働省から神東塗料株式会社の不適

切行為による日本水道協会品質認証取得事案について情報提供がございまして、１月１４日

から対象となる製品の安全性が確認されるまでダクタイル鋳鉄管等を使用する配管工事を一

時見合わせることとしました。ただし、緊急性を要する漏水修繕工事等については、厚生労働

省から災害等による水道施設の復旧にあたってはこれまでと同様に迅速に作業を進め断水の

早期解消に努めていただきたい、と通知があったことから対象から外すこととしました。 

また、施工中の工事については、工事案件ごとに使用するダクタイル鋳鉄管等の安全が確認

された場合、受注者及び発注者の双方協議の上、工事を再開することとしました。１月１２日

に日本水道協会から神東塗料株式会社が製造した不適切に関わる対象製品、これは塗料の種

類ですが、こちらが公表され、その後、１月１４日から１７日にかけて安全が確認された対象

製品について随時公表され、一部の製品の出荷自粛が取り下げられました。 

さらに、１月１８日に株式会社クボタ、株式会社栗本鐵工所、日本鋳鉄管株式会社の３社の

主要の水道メーカーが、ソフトシール仕切弁３種類を除くすべての製品について、問題ない

ことが確認できたことから出荷を再開することとなり、また同日、日本水道協会からダクタ

イル鋳鉄管等の水道用資材の出荷自粛リストが公表されました。これらのことから当広域連

合企業団の配管工事において支障となるダクタイル鋳鉄管等の水道用資材がほとんどないこ

とが確認できましたので令和４年１月２０日から工事を再開することとしました。こちらが

当広域連合企業団の対応でございます。 
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工務２課長（高木勝義君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 高木工務２課長。 

工務２課長（高木勝義君） はい、影響を受けた工事について御説明いたします。私どもの水道事

業の方でダクタイル鋳鉄管をメインとする工事、ダクタイル鋳鉄管を布設中の工事６件で工

事を一時見合わせとすることとなりました。また、水道配水用ポリエチレン管をメインとする

工事においても、対象資材を使用する工事については再開の目途はたっていない状況にあり

ましたが、先ほど吉岡の方から説明がありましたとおり、１月１８日付け日本水道協会の第５

報で出荷自粛リストが公表されたことを受け、出荷されない製品が限られたことから、当企業

団は１月１９日付けで翌２０日より全面的に工事再開について通知をしたところでございま

す。 

ただし、君津市域１件、袖ケ浦市域１件の管工事において代替えとなる資材の入荷が遅れる

という理由から、繰越となる可能性が今出ております。 

なお、厚生労働省より今回の件についての繰越手続きについては適宜行うよう連絡が入っ

ておりまして、受注者の責めによらない工期延長による繰越となることになり、受注者への

ペナルティはございません。以上でございます。 

議員（石上  塁君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 石上議員。 

議員（石上  塁君） わかりました。ということで、工期が伸びる分に関してはですね、わかり次

第ですね、その繰越の金額ですか、工期はもちろん伸びるんですが、金額等々変更があった場

合はですね、速やかに知らせていただけるとありがたいと思います。以上です。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（小倉靖幸君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 小倉議員。 

議員（小倉靖幸君） はい。ただ今の石上議員に関連してですね、ちょっと伺いたいんですけども、

今回の神東塗料の件についてはですね、大事にならなかったという、多分そういった形の御説

明だったかというふうに思うんですが、こういうその案件に対してですね、その結果的にこう

いうことだったということには理解しないわけじゃないんですけれども、例えば、その企業団

においてですね、報告をされた、例えば企業長さん・副企業長さん等々、その点はですね、ど

のような形で報告されたのか、どこまで報告したかについてお伺いしたい思います。 

工務２課長（高木勝義君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 高木工務２課長。 

工務２課長（高木勝義君） 今回の事案につきましては、神東塗料がダクタイル鋳鉄管に使用する

塗料を日本水道協会規格の認証を取得する際、規定と異なる試験条件で取得していたことな

どの不適切行為が発覚し、その塗料を使用しているダクタイル鋳鉄管製品が出荷停止になっ

たものですが、工事の施工上においては代替品を準備することで対応しております。 

なお、その塗料は主に水道管の外面で使用されており、継ぎ手の一部で水道水に接触するも

のの、日本水道協会は各水道事業体が行う水質基準の検査において水道水の安全は担保され

ているとの見解を示していること、また、当企業団においても定期的な水質検査により異常

がないことから、市民生活への影響はないと考えております。 

なお、規格認証の不適正案件に伴い、発注済みの管工事において工事の一時見合わせを受注

者に通知したことで工事スケジュールへの影響が一部生じたことから、企業長、副企業長へ

報告いたしました。以上でございます。 
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議員（小倉靖幸君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 小倉議員。 

議員（小倉靖幸君） はい。説明ありがとうございました。今回この案件についてはですね、企業

長、副企業長へは報告したとのことでありますけれども、議会のですね、いわゆる構成比とい

うことであれば、今回報告を受けていない市長さんは、袖ケ浦市長さん、君津市長さんという

ことかと思いますので、この点について私個人的な思いとすれば、議会には入っていないけれ

ども、やはりその司っている首長さんにはですね、報告すべき案件ではなかったかなというふ

うに指摘させていただきたいと思います。合わせて、我々議会の方もですね、それぞれの議会

の代表として、この会議に出席をさせていただいてます。私は実際問題、国会中継の予算委員

会の中でこの案件について承知をしました。そして、先ほど御説明いただいたように業界誌の

中においてもこの案件について取り扱われたということで、私も何人かからの問い合わせを

受けました、実際問題。この内容について承知をしてたんで、まぁ、安全性問題ないよと、水

質の方も検査してると、ですから問題ないから大丈夫だ、安心してよ、というような話はする

ことができました。やはり、こういうそのなんていうんですかね、こういうのについてはです

ね、我々、先ほども申し上げましたように構成市の代表として議会として出ているわけですの

でね、やはり各首長さん、そして、我々代表の議員の方にもですね、御報告をいただくべく案

件であったんじゃなかろうかなと、そういうふうに思いますので、今回はですね、何事もなく

というようなことでございましたけれども、これをひとつの教訓としてですね、実際、じゃ、

どこまで報告するかということについてのマニュアル等についての記載、また、そういった点

はどうなっているのでしょうか。 

技師長（大野木英司君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 大野木技師長。 

技師長（大野木英司君） はい。施設事故・水質事故、こういった事故等の発生したときにどうい

ったルールに基づいて報告しているのかという御質問ですが、議員が言われるように情報提

供することは非常に重要だと私は思っております。施設事故・水質事故等、結構頻繁に起きて

いて、どれくらいのレベルから御報告するのかというのは、私達もすごく悩むところでござい

ますが、今後、事例なども含めていろいろ考えまして、適切な情報を皆様方にお伝えできるよ

うに考えていきたいと思っております。以上でございます。 

議員（小倉靖幸君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 小倉議員。 

議員（小倉靖幸君） はい。確かにですね、全ての案件を報告するということは必要ないと思いま

す。ただ、やはりその飲料水ということでですね、やっぱりその皆さん気にされるというよう

な中で、問われたときにやはり説明をしたい、できる責任が我々にはあると思いますので、そ

この判断は、マニュアルに則ってというようなとこでは理解はしますけれども、今回の経験に

おいてですね、改めてちょっと確認・精査をしていただければなと思います。ありがとうござ

いました。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） ないものと認め、質疑を打ち切ります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） ないものと認め、討論を打ち切ります。 
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  これより、議案第１号について採決を行います。 

  お諮りいたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（佐藤麗子君） 賛成全員でございます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（佐藤麗子君） 議案第２号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（松上晴彦君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 事務局長松上晴彦君。 

議長（佐藤麗子君） 議案第２号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（松上晴彦君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 事務局長松上晴彦君。 

事務局長（松上晴彦君） それでは、議案第２号「令和４年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計予算」

についての説明を申し上げます。 

  議案書の別冊「令和４年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計予算」と書かれました資料の１ペー

ジをお開き願います。 

  令和４年度当初予算案は「君津地域水道事業統合広域化基本計画」に基づき、国の交付金などの外部資

金の確保に努めながら、施設整備を推進するとともに、災害への対応力強化を盛り込んだ予算を計上して

おります。 

第１章水道事業、第１条は「総則」となります。 

第２条は「業務の予定量」でございます。給水戸数を１３万６,３０５戸に､年間総給水量を３，８５６

万４，１２１㎥と見積もっており、前年度に比べ、給水戸数は減少するものの給水量は増加の見込みとし

ております。主な建設改良事業といたしましては、集中監視設備や老朽管の更新などを行う予定でござい

ます。 

第３条は「収益的収入及び支出」の予定額を記載のとおり定めようとするものでございます。収入予算

が１０７億７，９３０万２，０００円、支出総額が１０１億１４３万９，０００円でございます。 

次に、２ページをお開きください。 

第４条「資本的収入及び支出」の予定額でございます。収入総額が５１億６，９２０万１，０００円、

支出総額が８０億３，３３９万１，０００円です。不足分につきましては、１ページにお戻りいただきま

して、第４条本文中のですね、括弧書きにございますように、不足する２８億６，４１９万円は、過年度

損益留保資金などで補てんをしようとするものでございます。 

 再び、２ページをお開きください。 

 第５条が「債務負担行為」でございます。集中監視設備更新、４市域の配水管改良更新、各種業務委託

の９つの事業につきまして、表に記載のとおり債務負担の設定をしようとするものでございます。配水管

改良更新につきましては、施工時期の集中を緩和するため、工期１年未満の工事であっても債務負担行為

の制度を活用するよう厚生労働省の方から通知がありました。この通知では、国の交付金対象事業につき

ましても、各年度に分割して交付金を請求できるとされておりますので、今回、この表にある事業に債務

負担行為の設定を行いたいと考えております。 

なお、配水管工事の内訳といたしましては、木更津市域が４件、君津市域と富津市域がそれぞれ３件、

袖ケ浦市域が２件の合計１２件となっております。その他の事業は、工期が２か年にわたるものでござい

ます。 

  第６条は「企業債」でございます。資金需要と内部留保の見通しを踏まえまして、建設改良事業を行う
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起債の限度額を２８億３，４１０万円に定めようとするものでございます。 

  ３ページを御覧ください。 

  第７条「予定支出の各項の経費の金額の流用」でございます。項をまたぐ流用につきましては、予め議

決を経たものについて行うことができるとされております。この予算案では、全ての執行額が定まりまし

た後に納付額が決定する消費税の支払い、これに限って、流用ができる旨を定めようとするものでござい

ます。 

 第８条「議会の議決を経なければ流用することのできない経費」は、職員給与費の７億６，８６６万  

６，０００円と交際費の１６万円について定めようとするものでございます。 

  第９条は「他会計からの補助金等」でございます。構成団体の一般会計から補助を受ける金額などにつ

いて、表に記載のとおり定めようとするものでございます。 

 第１０条「たな卸資産購入限度額」は、量水器などのたな卸資産につきまして、４年度中に購入する限

度額を決めるというものでございますが、在庫量、使用見込み、予備分を見積もり８，７２９万     

５，０００円と定めようとするものでございます。 

 ５ページをお開きください。 

第２章水道用水供給事業でございます。第１条は「総則」で、第２条は「業務の予定量」でございます。

千葉県企業局及び当企業団の水道事業に対する年間の総供給水量を５，０５４万７，３７０㎥と見積もる

とともに、施設の耐震化や更新などの建設改良事業を予定しております。 

第３条は「収益的収入及び支出」の予定額でございます。収入総額を６７億２，０３８万４，０００円、

支出総額を６５億１０４万７，０００円にそれぞれ定めようとするものでございます。 

 第４条は「資本的収入及び支出」の予定額でございます。収入総額を４億４，８３６万１，０００円に

定めようとするものでございます。 

６ページをお開きください。 

支出総額を２４億９，８８７万９，０００円に定めようとするものです。資本的収入が資本的支出に対

し、２０億５，０５１万８，０００円不足するということになりますが、こちら恐れ入りますが、５ペー

ジにお戻りいただきまして、第４条本文括弧書きの中にございますように、不足する分は、水道事業と同

様に、過年度損益留保資金等で補てんをしようとするものでございます。 

再び、６ページの方にお戻りいただきまして、第５条「債務負担行為」でございますが、工期が長期に

わたるもの、施工時期に制約があって年度をまたいでしまうものなど、６つの事項につきまして期間及び

限度額をこちらの表に記載のとおり定めようとするものでございます。 

 第６条は「企業債」でございますが、資金需要と内部留保の状況を勘案いたしまして、起債の限度額を

３億円とし、目的等は表に記載のとおり定めようとするものでございます。 

 第７条、項をまたぐ流用につきましては、水道事業と同様でございます。 

第８条「議会の議決を経なければ流用することのできない経費」は、職員給与費５億３，１０８万   

９，０００円、交際費４万円について、それぞれ定めようとするものでございます。 

 ７ページを御覧ください。 

  第９条は「他会計からの補助金等」でございます。構成団体の一般会計からお受けする額につきまして、

表に記載のとおり定めようとするものでございます。 

  それでは次にですね、予算の条項の主な内容につきまして、「予算に関する説明書」により御説明いた

します。 

１３ページをお開きください。 

  「予算実施計画」水道事業の部です。第１款水道事業収益で１０７億７，９３０万２，０００円を予定し

ており、その内訳として、第１項営業収益で９３億７，６２５万６，０００円は水道料金をはじめとする
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給水収益などでございます。 

なお、水道料金につきましては、給水人口は僅かながら減少する予測としておりますが、観光集客系の

施設などを中心とした料金単価の高い大口需要家の使用量は伸びる可能性があると見込んでおりますの

で、収入予算額は前年を上回る金額を計上させていただいております。 

第２項営業外収益の１４億３０４万６，０００円でございますが、内容は、新規の水道加入金や会計制

度の見直しにより制度化をされました長期前受金戻入などでございます。 

１４ページをお開きください。 

支出といたしまして、第１款は水道事業費用１０１億１４３万９，０００円を予定しており、その内訳

は、第１項営業費用９６億９，６９３万１，０００円は事業運営に要する経費でございます。主なものと

いたしましては、各種施設の運転管理や検針、料金徴収などの業務委託費、漏水対応などの設備修繕費の

ほか、災害対策といたしまして移動可能な非常用発電機の購入や借り上げに要する費用、応急給水袋の購

入に要する経費などを計上してございます。 

第２項営業外費用３億７，４０６万３，０００円はこれまでに借り入れをいたしました企業債の支払利

息などでございます。 

第３項特別損失１，０４４万５，０００円は過年度の水道料金や水道加入金についての還付金などを計

上したものでございます。 

第４項予備費２，０００万円は不測の支出負担に対応する予備的な経費でございます。 

１５ページをご覧ください。 

資本的収入及び支出でございます。収入では、第１款資本的収入で５１億６，９２０万１，０００円を

予定しており、その内訳は、第１項企業債で２８億３，４１０万円、こちらは建設改良事業で予定してい

る工事等に充当するものでございます。第２項出資金８億９，６７４万２，０００円は統合広域化に伴う

各種整備事業などの経費の一部について、構成団体の一般会計からお受けする出資でございます。水道事

業の経営基盤強化を目的とするものでございます。 

第３項国庫補助金１２億３，６８４万８，０００円は、厚生労働省の所管する「生活基盤施設耐震化等

交付金」及び「水道水源開発等施設整備費国庫補助金」で、水道施設の整備水準を高めるための工事経費

に対する補助金でございます。 

第４項県補助金１，２８８万円は、富津市域における水道未普及対策の事業や君津市域の自家用発電機

の整備事業に充当する補助金でございます。 

第５項他会計補助金５，０１４万４，０００円は、統合前に起債をしておりました企業債の償還に関す

る一般会計からの補助金でございます。 

第６項負担金１億３，８４８万７，０００円は、消火栓や下水道に関連する水道工事の支出経費などに

つきまして、これは施設管理者から負担金をお受けするというものでございます。 

１６ページをお開きください。 

支出では、第１款資本的支出で８０億３，３３９万１，０００円を予定しております。その内訳といた

しまして、第１項建設改良費６１億８，６１６万３，０００円は、老朽管更新等の建設改良事業や水道未

普及地域解消のための拡張事業に要する経費などのほか、災害対策といたしまして自家用発電機の設置に

関する経費を計上しております。 

第２項企業債償還金１８億２，７２２万８，０００円は、企業債の元金償還として支払いをするもので

ございます。 

第３項予備費２，０００万円は、収益的支出と同様に、不測の支出の負担に備えるものでございます。 

１７ページを御覧ください。 

こちら事業活動に伴う資金の増減を表す「予定キャッシュ・フロー計算書」でございまして、令和４年
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度末時点の水道事業の資金残高は、表の最下段にありますとおり、約６億９，０００万円増えまして、   

７５億８，６３２万９，０００円となる見込みでございます。 

 １８ページから２１ページは「給与費明細書」でございます。１８ページの１ 総括 本年度の合計、表

の一番右の列に７億６，８６６万６，０００円とありますが、これは先ほどの第８条にある流用禁止項目

の職員給与費の金額となっております。２２ページです。「債務負担行為に関する調書」は、先ほどの予

算書第５条で定めたものと、今回上程させていただいてます令和３年度補正第２号を含みまして過年度に

議決を頂戴いたしました債務負担行為を合わせて記載させていただいております。２３ページから２４ペ

ージでございますが、「予定貸借対照表」といたしまして、来年度末の時点における資産及び負債等の状

況の見込みを記載しております。２５ページは、令和４年度に対する前年度ということで、つまり今年度

の末における「予定損益計算書」、２６ページから２７ページは、同様に今年度末における「予定貸借対

照表」、２８ページから３０ページには、「注記」といたしまして、今回の財務諸表等の作成にあたって

適用した会計処理の基準等を掲載しております。 

次の第２章水道用水供給事業でも、水道事業と同様の説明書を添付しております。 

３３ページをお開きください。 

水道用水供給事業の「予算実施計画」でございます。収益的収入及び支出の収入ですが、第１款水道事

業収益で６７億２,０３８万４,０００円を予定しております。その内訳は､第１項営業収益で６４億  

３，８３０万３，０００円です。こちらは、広域連合の水道事業と千葉県水道に対する給水収益などでご

ざいます。 

 第２項営業外収益で２億８，２０８万１，０００円でございますが、これは主に長期前受金戻入などで

ございます。 

３４ページをお開き願います。 

支出では、第１款水道事業費用で６５億１０４万７，０００円を予定しております。その内訳は、第１

項営業費用６１億９，９５４万７，０００円、これは四市及び千葉県に水道用水を供給するための経費で、

水道事業と同様に、毎年度継続的に計上する内容のものでございます。 

 第２項営業外費用２億７，９２４万円は、これまでに借り入れをいたしました企業債の支払利息等でご

ざいます。 

 第３項特別損失で１，３２６万円は、資産の除却に伴う費用を計上するものでございます。 

第４項予備費９００万円は、不測の支出負担に備えるものでございます。 

３５ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出でございます。収入では、第１款資本的収入で４億４，８３６万１，０００円を予

定しております。その内訳ですが、第１項企業債３億円は、建設改良事業で予定している工事費に充当す

るものでございます。 

  第２項出資金１，０１０万円は、浄水施設の耐震化事業に充当するため、構成団体の一般会計からお受

けする出資金でございます。 

次に支出では、第１款資本的支出２４億９，８８７万９，０００円を予定しております。その内訳です

が、第１項建設改良費１７億１，１４９万４，０００円は、施設の耐震化や老朽化した設備の更新等の改

良事業、亀山・片倉ダム共同施設改良更新事業の負担金などでございます。 

なお、水道用水供給事業の停電対策といたしまして、第２中継ポンプ場に設置されています非常用自家

発電設備の能力増強を、施設の更新に併せて実施をいたします。 

第２項でございます。企業債償還金７億８，２３８万５，０００円は、企業債の元金償還のために支払

うものでございます。 

第３項予備費５００万円は、収益的支出と同様、不測の支出負担に備えるものでございます。 
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３６ページをお開き願います。 

「予定キャッシュ・フロー計算書」でございます。この表の最下段にありますとおり、年度末時点での

資金残高は５９億１，９２０万４，０００円を予定しております。 

３７ページから４３ページは「給与費明細書」でございます。 

４４ページは「債務負担行為に関する調書」、４５ページから４６ページには、来年度末時点の「予定

貸借対照表」、４７ページから４９ページには、先ほどと同様ですが、今年度末時点の「予定損益計算書」

と「予定貸借対照表」、５０ページから５１ページには「注記」を、それぞれ添付をしております。 

 また、５５ページから５６ページには「参考資料」といたしまして、水道事業と水道用水供給事業とを

連結いたしまして、広域連合企業団全体の予算規模を示したものを付けさせていただいております。 

５５ページが収益的収支の部、５６ページが資本的収支の部となります。 

説明は以上でございます。 

よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

議長（佐藤麗子君） ここで暫時休憩いたします。再開は午後３時１０分といたします。 

 

（７分後、再開） 

 

議長（佐藤麗子君） 休憩前に引き続き開議を再開いたします。補足説明が終わりましたので、こ

れより質疑を行います。質疑はございませんか。 

議員（石上  塁君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 石上議員。 

議員（石上  塁君） ３５ページですね。資料の支出の方の資本的支出の負担金というところで亀

山ダム及び片倉ダム共同施設改良更新事業というところがあったんですけど、昨年１１月の

懇話会のときにですね、亀山ダム等について堆砂対策というところをお伺いしたのですけど、

そういったところの費用は盛り込まれているのかというところをお聞きしたいと思います。 

工務１課長（吉岡保彦君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 吉岡工務１課長。 

工務１課長（吉岡保彦君） はい、まず最初にこれらの負担金は亀山ダム片倉ダム、これに附帯し

て共用される施設及び敷地における管理及び事務管理を千葉県が行っており、維持管理費や

共同施設改良費を「亀山ダム及び片倉ダムの管理に関する協定書」に基づき、亀山ダムが  

５４．１％、片倉ダムが４８．４％の負担割合に応じて支払うこととしています。亀山ダム、

片倉ダムの維持管理費負担金等は、令和４年度予算は亀山及び片倉ダム維持管理費負担金と

して３億７，９８０万５,０００円、片倉ダム除草負担金５５２万７，０００円の合計３億  

８,５３３万２,０００円を計上しております。令和３年度予算の３億２,４０９万７，０００

円と比較すると６，１２３万５，０００円、１８．９％の増加となっております。内容としま

しては、亀山ダムの堆砂土撤去関連事業に係わるものが２億３，７９９万円、両ダムの職員給

与等の管理事務費４，６９６万円などが主要事業となっています。次に亀山ダム、片倉ダム共

同施設改良更新事業費負担金の令和４年度予算は４億３，８９０万６，０００円を計上してい

ます。令和３年度予算４億５，８４６万３，０００円と比較すると、１，９５５万７，０００

円、４.３％の減少となっています。内容としましては、亀山ダムの堰堤改良工事費を３億   

２,１９０万円、亀山ダムの法面補修工事費、こちらが５，１９４万円、片倉ダムの自家発電

設備更新工事費３，４８５万円などが主要事業となっております。以上でございます。 

議員（石上  塁君） 議長。 
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議長（佐藤麗子君） 石上議員。 

議員（石上  塁君） はい。わかりました。昨年の話だと、今後どうしていくかというところが課

題だというところであったと思うんですけど、こちらの方もですね、今後水道料金等に係わっ

てくるところであると思うんで、長期的な計画っていうのを出していただきたいなと思うと

ころなんですけど、こういった予算に関してですね、取水源であると同時に治水対策でもある

と思うんで、そういったところの国の予算ですね、事業のメニューとかも非常に増えてきてい

ますが、こういったところの活用に関して検討されているのかというところをお聞きしたい

と思います。 

工務１課長（吉岡保彦君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 吉岡工務１課長。 

工務１課長（吉岡保彦君） こちらの方ですが、今後の亀山ダムの運用について亀山・片倉ダム管

理事務所に話を伺いますと、今年度中に現況の状況として、堆砂量や法面崩壊箇所の調査を実

施すると伺っております。それに合わせて、今後の対応方針を検討した上で長期的な事業計

画、費用の部分を含めてですけども、来年度に提示していただくよう打合せを進めているとこ

ろでございます。以上です。 

議員（石上  塁君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） 石上議員。 

議員（石上  塁君） はい。そういった計画ができて初めて、費用の要求とかになってくると思う

んで、国の方もどんどんこういったメニューで費用どんどん増やしてきているんで、こういっ

たところの取り組みですね。あと、カーボンニュートラルっていうところがこれから課題にな

ってくると思うんで、ダムにおける利用水のエネルギー活用というところも大きな課題で取

り上げられているんでこういったところも検討材料のひとつとしてですね、考えていただけ

ればと思います。私の方は以上です。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 当初案のキャッシュ･フローが例えば水道事業で約７億､用水事業で約４億、

お金が増えていくような予算になっています。健全経営の観点からいうと望ましいというこ

とがわかるんですが、非常用発電を付けたり、また、工事単価が当初予定よりも３割くらい上

がっているという中で、本来であれば資金がショートして、現金が足りなくなってくるのが普

通じゃないのかなというふうに思うんですが、これでお金が出てくるというのは、事業そのも

のが減っているのか、それとも各市からの出資金、また国県からの補助金が当初見込みから増

えているのか、そもそも現金をもっと増やす方向だったのに、この程度しか増えなかったの

か、このあたりってどのように分析されているのでしょうか。御説明いただければと思いま

す。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただいまの御質問ですけども、基本計画に対しましてということで

すけども、内部留保も増えていてキャッシュ・フローでお金が残っているということだと思い

ます。こちらにつきましては事業の方は実際には行っているような状況で、事業計画に対しま

して事業は行っていて、設計に係るお金というのが増えている状況でございます。費用につき

ましては、ですから多くの費用が出てしまっているという状況です。これにつきまして補助の
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方もですね、補助メニューを使っていけば補助金も増えるというような形になっていると思

います。出資金の方もそれに伴いましてお願いできることであればお願いしていくというこ

とです。あと、内部留保につきましては、基本的には大きなものといたしましては、やはり企

業債の借り入れが大きなものになってくると思いますので、そちらの方がどうであるかとい

うことで内部留保の方が増えていく、増えていかないということがあると思われます。実際

に、今木更津市の方は計画値よりも少し内部留保が低くなっておりますけども、こちらにつき

ましては令和２年度ですけども、借り入れの申し込みはしたんですけども、政府系よりも期間

が短くて金利の高い民間への割り当てとなってしまいましたので、そちらの借り入れを行わ

ず、内部留保で処理したためにですね、木更津の内部留保は落ちているというふうな状況には

なっております。計画値に対しては基本的には木更津以外は内部留保が増えていて、木更津だ

けは現在は落ちているというような状況でございます。以上でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 前回の８月議会でしたかね。そのあたりにも確かお聞きしまして、全体の４

割くらい、４０％ですかね、ぐらいを目標としているのに対して、どこのセグメントもそれぞ

れ現金を持っているという状況を確認している中で、また今回現金が増えるような予算編成

になっておりまして、だったらもっと企業債を減らしてもいいのかな、というふうなこともひ

とつ考えとしてありますし、もっと言うと、そもそも事業そのものを、現金に余裕があるので

あれば、この四市の老朽管が全国でものすごい量ありますので、そちらの方の改良事業をもっ

と加速して進めてくべきじゃないかなというふうに思います。多分、今回この資料の中に有収

率っていうのがちょっと見当たらないんですが、多分木更津なんかまだ漏水がかなり高くて、

有収率は多分低いままであるかと思うんですよ。そういうようなところの改善もどんどん回

していくべきではないかなと思ってはいるんですが。これだけの現金がある中で、ちょっとそ

の辺の配慮というのが足りなかったのかなというのがあるんですけれど、どうでしょうかね。 

事務局長（松上晴彦君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 松上事務局長。 

事務局長（松上晴彦君） ただ今のですね、非常にちょっと経営問題の重要な部分ですが、キャッ

シュ・フローの比率をどの辺にもっていくかというのと、あと起債の仕方というのは他の水道

事業体でも、今物価が今上がり始めていて長期金利も上がり始めている中で、むしろ、今、低

金利の中であえて資金調達やった方が良いんじゃないかというのが一方にはあって、そうは

いっても調子に乗って借りちゃうと将来返せなくなっちゃうので、この辺ちょっとバランス

を見ながら適正なところを見極めていかなければならないというのが１点ございます。 

あと、工事量の増加なんですけれども、今の人員でですね、年間約４０ｋｍの老朽管の布設

替えをやっておりまして、これはですね、県営水道のペースなんかと比べても、もちろん市街

地の状況が違いますが、そんなに悪くないペースなんです。ただ、あまりにも老朽管の比率が

高いのでですね、今工事サイドとの調整の中では、更新工事、距離数もこれ大事なんですけれ

ども、やはり今漏水件数がですね、給水管漏水で大体年間１，２００件、送水管配水管のいわ

ゆる本管ですね、本管漏水が３００台半ばということなので、漏水が起こっていくところと

いうのは、イコール災害時の脆弱性が見えているので、こういったところを中心にですね、断

水リスクをできるだけ下げるような工事を集中的にやっていく、それは必然的に人口密集地

ですから、市街地ということで調整事項も多くて工事の費用も掛かってくるので、そういっ

たお金の掛かるところを補助金もらえるうちに早めにやって、断水のリスクを総合的に下げ
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ていくということも最終的に災害に強い水道になっていくのではないかということで、今そ

ういった方針での工事場所の選別等は今やっているというところでございます。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 言われるように、資金や企業債は、これからの物価の情勢とか金利がどう動

くかとかいうところを見て総合的に判断されるというのは一番妥当な考えだなと思いますの

で、その辺は慎重にやっていただければと思います。 

先ほどの非常用発電の時にも話しもしましたけども、今までの議会でも言ってますけれど

も、合併統合計画を作ったこのあたりから様々な要素が変わっていて、単価も変わっていて、

そろそろ見直しを行いますよということを去年あたりから聞いているところであるし、また

料金改定に向けた料金改定のあり方というのがどうあるべきかというところも検討も進めな

ければならないという段階に入っているのがこの令和４年度だと思うんですが、この予算書

の中からそのような取り組みがどこで行うかというのが見えてこないというところであるん

ですけれども、それらについて直営作業として進めていって特に予算措置をとらないという

ようなことなのか、額としてそんなに大きくないんで特に説明はしていないんだけれども行

うということなのか、そのあたり御説明いただければと思います。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただ今の基本計画との乖離という点で計画の見直しということだ

と思います。そちらについてでございますけれども、事業経営におけます長期計画というの

は、先ほどお話に出ましたけれども、管路などの更新であるとか耐震性の強化、統廃合に関す

る工事、こちらをいつどのような形で実施していくのか、というようなことがございまして、

そのために必要な経費というのは逆にどの程度必要なのか、そういった事項を整理しまして、

そこから水道料金の改定を始めとします財源確保の問題を整理することとしております。 

管路の更新事業についてでございますけれども、こちらにつきましては既に先ほどもお話

のあったように施工単価の上昇ですね。それからその他には災害対策の強化、こちらの方は

基本計画の想定と差異が生じているということで計画の見直しに向けた検討作業を現在始め

ております。 

令和４年度予算の中ですけれども、こちらの中では水道施設の強靭化に向けた対策の検討

を予算計上しておりまして、長寿命化に効果のある新しい技術の開発動向を見据えながら、

施設の統廃合であるとか、再配置、水道管路のループ化を始めとして、バックアップ機能の強

化などを検討していくものとしております。こちらにつきましては、水道施設強靭化に向け

た対策検討業務委託に係る経費ということで計上させていただいております。 

その他、経営基盤の強化でございますけれども、こちらにつきましては、人員削減が計画の

中では謳われておりますけれども、こちらを可能にする条件整備といたしまして、現在旧来

の事務処理ルールというのが複数いろんなところで混在している状態でございますので、こ

ちらを解消しまして事務の効率化を図ると共に外部委託の見直しを進めましてコスト構造の

改善というものも取り組むこととしております。また、これらは長期計画の策定作業そのも

のではございませんけれども、関連する経費と位置付けましてこちらの方を計上してござい

ます。 

その他水道料金の話がございました。こちらは令和１０年度を目途に一本化をしていきま

しょうという計画になってございます。こちらなんですけれども、こちらは当企業団に近い
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ですね、給水人口が３０万人規模の事業体を参考にしながら、新型コロナウィルス感染症の

影響を受けた後の生活動態であるとか経済環境を踏まえまして検討していく必要があると考

えております。長期計画と密接に関係します経営ビジョンの関係、広域連合ビジョンですけ

れども、こちらにつきましては昨年９月からですね、企業団内でプロジェクトチームという

ものを設置しておりまして、検討を始めている状態でございますので、こちらの作業に必要

な調査経費等は計上してございます。以上でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 水道料金については前から言っているように１０年に一本化の前の令和５

年改訂というのがそのための前提と言いますか、緩和期間の料金改定になるかと思うんです

けれども、というのは管径別の料金単価とか水道使用量に応じた単価とかっていうのが四市

の文化がまるきり違うもので、１度に一本化することが多分無理なんで、その間に何回か段階

を経て本来は揃えていかないと、ものすごい料金の変動幅が大きくなり過ぎるんで、だから最

終的に一本にするというのは早めに出しておいて、そのための前段としてどういう改定を５

年にやるかっていうことを考えれば、自ずから令和４年度中に明確に方向が出てないといけ

ないし、特に我々議会がそれを知っていなければならない立場にあると思うので、この４年度

に実行する中で事業運営懇談会等の他にいろいろあったと思うんですが、できる限り早めに

その方向性というか考え方というのを示していただきたいというのを、もうこれ繰り返し２

年間くらい言っているんですけれども、それをしっかりとやっていっていただきたい。それか

ら今言われたように長期計画の見直しの、あれの前段をいっぱいやられているのは分かるん

ですけれども、それをやるためにはもう既に長期計画に着手しないときついんではないかな

とここで聞いているんですが、具体的に令和４年度中にこういう方向にもっていくというこ

との説明を我々は受けることはできるんですかね。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただ今のお話ですけれども、実際にお話ございました。おっしゃる

とおりだと思いますし、１０年度の料金統一がございます。全市域同じ方向に持っていくとい

うことで、そのために令和６年度からは１回料金改定を行うというものです。令和６年度に料

金改定を行うということは基本的には令和５年度の１１月議会に上げさせていただきたいと

いう形になりまして、それに伴いまして、水道審議会等で御審議していただくことも出てくる

と思います。料金改定につきましてでございます。それに伴いまして、実際に料金、こちらの

方は、事業をやっていくためのコストを今度は財源としてみていくことになりますので、そち

らを補填していくものですので、その前段として計画がなくてはならないといけないという

形になると思いますので、ですからある程度本当に、来年度につきましてはそちらの方を、な

るべく早い時期に、今お話しございましたけれども、懇話会等で出来次第という形になるべく

早い時期にお示しできるように努力をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） ひとつよろしくお願いいたします。また、先ほど石上議員の方からも言われ

たように、亀山ダムとか、割と外部のところで大きな費用がこちらにかかってくるとかあると

思いますので、例えば亀山ダムに我々が確保している量が適正なのか、人口はもうこれから 
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５０万都市というのは中々見込めないような状況の中で量の見直しを行うとか様々な検討が

これからできるかと思うんですよ。ただそれほど時間がふんだんにあるわけじゃありません

ので、様々なことと合わせて平行して進めていっていただいて、早めに我々に示していただき

ますようよろしくお願いします。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（石井志郎君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 石井議員。 

議員（石井志郎君） 今の近藤議員の質疑の中のことでちょっと確認させていただきます。当初、

かずさ四市と県を含めて統合を進めるという話の中で、今お話しのあったとおり１０年後の

統合に向けて各セグメントで管路の更新事業等計画した中で事業を進めながら、先ほどの説

明ですとキャッシュ・フロー、積立金を含めた、積立金を積み立てていくというのが、ここに

反映されているのがキャッシュ・フローだと思うんですね。実際に富津市の場合ですと、一昨

年ですか、暮れに大規模な漏水をやりまして、大きな金額が減額になった。責任的には富津市

がその分を追加して出さなきゃいけない。最終的にその１０年後の統廃合に向けて各自治体

が積立金を積んでいくということだと思うんですね。先ほどの話ですと四市の中で木更津市

は積立金が減額しているようなお話がありました。この中にでてくる他会計からの出資によ

る収入というのは、これは要するにその四市の各自治体からの収入じゃないかと思うんです

ね。これは資本の繰り入れというふうになってますんで、そういうようなことで資本の収入に

なっているわけなんですが、今後料金改定も含めた中で、その辺のキャッシュ・フローという

ことで考えれば、これからもっと増えていなくてはいけないと思うんですね。その辺が今の答

弁ですと当初の計画を進める中で各セグメントごとの感覚というのがちょっと違うように私

受け止めたんですが、その辺は、各四市のセグメントごとの積立金の状況ですね。それがキャ

ッシュ・フローと考えたときにどうなっているのかというふうに、さっき質問したような気が

したんですが、その辺はいかがなんでしょうか。 

総務企画課長（鈴木光教君）はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただいまの御質問ですけれども、統合広域化基本計画との差という

ことでよろしいでしょうか。基本的にはですね、先ほどお話ししましたように統合広域化基本

計画で４０％の内部留保資金を定めてこちらについてやっていきましょうというものがござ

います。その中で資金をどうやって維持していくのか、内部留保資金を維持していくのかとい

うことになってくると思います。そちらにつきましては現在、令和４年度予算につきまして

は、内部留保資金につきましては木更津市が計画値に対してマイナスとなっております。その

他にも計画値との差がございまして、例えば企業債残高の問題であるとか、そちらにつきまし

ても各々の市で計画値に対して超えてしまっているもの、逆に少なくなっているもの、セグメ

ントもございますのでそちらを総合的に勘案しながら計画値を達成していけるような資金運

営をしていくような形になっていくと思われます。以上でございます。 

議員（石井志郎君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 石井議員。 

議員（石井志郎君） すごく微妙なお答えだったと思うんですけど、要するに先ほど近藤議員から

お話があったとおり、令和５年度に１回、中間の見直ししなきゃいけないんですよね。こうい

った場合に予定していた金額より高くなるんじゃないかというようなお話も出ているように

聞いております。最終的に１０年後の統合目的である料金を平準化するときに、どれだけ抑え
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られるかってのが、今キャッシュ・フローっていう言葉で使うと、今できるだけ事業費と出資

金と兼ね合いをしながら積み立てていくということだと思うんですね。実際に富津市を見て

も、状況を見た中で当初の予定と違う事業がやっぱり出てきてます。それはセグメントの責任

でセグメントが資金を用意しなきゃいけないわけなんですね。ですから、今お話ししたとお

り、ならばこのキャッシュ・フローを予定通りの金額に持っていくにはどうしたら良いかって

いうことをやっぱり我々は考えていかなくてはいけないんじゃないかというふうに今の質疑

で捉えさせていただきました。それがないと５年後の料金改定を含めた１０年間の最終的な

目的達成のために何が課題なのかっていうのが我々に提示されないと思うんです。それを提

示していただかないと我々が市民と約束した統廃合によりこういうふうになりますよってい

うことが、もしかすると、反故になるかもしれないという大きな問題になると思うんです。そ

の辺のところは今後機会があるときにまた御指摘させていただきますけど、ぜひその辺のと

ころはしっかりですね、当初予定していたものが足らないなら足らないでどうしたらいいの

か、積立金増やすために何しなきゃいけないかということを、今後、キャッシュ・フロー、そ

れをもっと増やさなきゃいけないんだよということを、しっかり言っていただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

総務企画課長（鈴木光教君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 鈴木総務企画課長。 

総務企画課長（鈴木光教君） ただいまの御指摘ですけれども、そのように各セグメントの状況を

見ながら、問題意識を持ちながら進めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

議員（石井志郎君） ありがとうございました。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（斉藤高根君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 斉藤議員。 

議員（斉藤高根君） はい。来年度の予定給水量が今年度よりも増えてるっていうのは幸いなこと

で、偉いと思う。で、その理由として袖ケ浦が給水量が増えるよという説明を受けました。本

市において、本市って、木更津市においても、いろんな企業が開業を予定しておるわけです

よ。そうすると、大口需要ということであるのかないのか定かではないと、我々も把握ができ

ない。すぐ井戸掘ってしまうということで、これがこの企業団でセールスをした結果、この数

字なのか、セールスをしないでこう、適当にこう、適当って言葉が悪いな、一生懸命見積もっ

て、この数字にしたのか、大口需要についての見解をお聞かせください。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、水道利用の大口需要の見込みにつきましては、こちら特に

ですね、今お話しのあった具体的なものというよりも、コロナ禍にありまして観光施設や商業

施設の集客といった落ち込みを要因といたしまして、使用量が減少となっておりましたが、こ

のですね、コロナ禍に順応したライフスタイルやですね、それに伴い社会経済が活性化される

ことを見込みまして使用量が伸びるというようなことで見込んだものでございます。以上で

す。 

議員（斉藤高根君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 斉藤議員。 

議員（斉藤高根君） うん。まあそうであるけれども、この企業団として、我々も職員も含めてい

ろいろなセールスをやる必要があると思うんですよ。ですから、今後ともいろいろな企業が出
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店を予定しているわけ、競い合ってこう、井戸屋さんって水道料金がこうであって、井戸掘る

とこんだけ自分達は安くできますよと、こういう説明をしてセールスをするわけ。だから、セ

ールスに負けないようにこの企業団もなんらかの手を打つ必要があると思います。知らない

間になんやかんやっていっぱい井戸が増えているということで、ぜひみなさんにお願いする

ということよりも我々も一生懸命努力して水道を使おうというようなキャンペーンをうって

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（近藤  忍君） はい。議長。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 特にないようですので、最後に１点だけ確認したいんですが、これで令和４

年度予算が成立しますと、４月１日から新年度ということで、去年の新年度予算が成立してか

ら最初の工事が出るまでにすごい時間かかって、各市でそれぞれ、なかなか工事の発注が遅い

ということで、各市の議員が各市の業者にいろいろ言われてた経緯があったかと思うんです

けど、来年度が速やかに工事を発注できるような体制として、前年度の反省を踏まえ、どのよ

うな体制をとられているのか、そのあたりを御説明いただきたいと思います。 

工務２課長（高木勝義君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 高木工務２課長。 

工務２課長（高木勝義君） はい、今の御質問に対する改善策といたしましては、まず令和３年度、

今年度ですね、年度跨ぎの債務負担工事の件数は今四市域で５件発注しております。また、来

年度、令和４年度につきましても年度跨ぎの債務負担工事１３件予定しているところでござ

いまして、そういった債務をどんどん活用させていただいて、施工時期の平準化、年度当初に

も施工できるような体制を作っていきたいと思っております。以上でございます。 

議員（近藤  忍君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 近藤議員。 

議員（近藤  忍君） 債務負担工事が増えているってことは歓迎するとこなんですが、最初の四半

期の一番最初を速やかに発注できるように、できる限りこのあとの体制を整えていただいて、

５月になったら工事ができ始められるくらいの勢いでなんとかやっていただきたいと思いま

す。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） ないものと認め、質疑を打ち切ります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） ないものと認め討論を打ち切ります。 

これより議案第２号について採決を行います。 

お諮りいたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（佐藤麗子君） 賛成全員。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（佐藤麗子君） 議案第３号を議題といたします。事務局長に説明を求めます。 

事務局長（松上晴彦君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 事務局長松上晴彦君。 
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事務局長（松上晴彦君） はい、それでは議案第３号「水道料金等債権の放棄について」の説明を

申し上げます。放棄しようとする債権ですが、消滅時効の期間が経過した水道料金債権と水

道の開栓または閉栓の際に徴収する手数料債権でございます。 

放棄にあたっては地方自治法第９６条第１項第１０号の規定によりまして、本定例会にお

いて議決を得ようとするものでございます。 

議決をいただけました後にですね、会計上の不納欠損処理を行うこととなります。 

今回の債権放棄は、すべて統合前に発生をした債権でございますが、その取り扱いに関す

る制度についての説明をまず申し上げます。 

水道料金および手数料は、私法上、「わたくし」の「私」法です、私法上の債権とされま

して、令和２年４月１日の前までは、民法第１７３条第１号によりまして、消滅時効の期間

は２年とされておりました。 

しかし、木更津市、君津市、袖ケ浦市の水道事業では、時効の援用がない事案につきまし

ては、引き続き３年間にわたって催告等を行い、５年が経過した時点で債権放棄を行ってお

りました。これは、公法上の債権である下水道料金などの徴収に関する取り扱いとのバラン

スから、公的債権の時効期間である５年に合わせるという扱いをしていたものでございます。 

富津市の水道事業につきましては、富津市債権管理条例の定めによって、２年を経過した

債権につきましては、放棄をするという扱いとなっておりました。 

当企業団におきましては、各市の下水道使用料などの公的債権の取り扱いとのバランス、

それから、令和２年４月１日に施行されました改正後の民法が、令和２年４月１日以降の契

約によって発生した私法上の債権の消滅時効期間を５年と定めたということを踏まえまし

て、督促の際に示した納期限から５年を経過したものにつきまして、議会の議決を得て債権

放棄を行おうとするものでございます。 

それでは、議案第３号「水道料金等債権の放棄について」を御覧ください。 

「１ 債権の種類」は、水道料金債権及び手数料債権で、遅延損害金を含むものでございま

す。「２ 債権額」は３９５万８，３００円、「３ 債務者」は５３２人でございます。「４ 

債権の概要」、平成２４年度分は、無資力を理由とするものが２件、４５万６，４５１円で

ございます。これは漏水により給水量が増えたということで金額が大きくなっております。

この事案につきましては、破産手続きが完了をいたしましたので回収できないという判断を

させていただきました。 

平成２５年度分は、所在不明が１件で１，５００円、費用倒れが１件、同じく１，５００

円、合計２件で３，０００円でございます。 

平成２６年度分は、所在不明が２件で６，２５９円でございます。以上は、回収状況を見

て債権放棄の留保を行っていた分でございます。 

次に、平成２７年度分は、所在不明が１９４件で６６万８，１７１円、費用倒れは２件で

３，０００円、無資力が１件で２万８，３６０円、合計１９７件で６９万９，５３１円でご

ざいます。 

平成２８年度分は、法人休止が１９件で６万６，４４６円、所在不明が７２２件で２７１

万４３８円、費用倒れが４件で４，２６６円､無資力が４件で１万１，９０９円､合計７４９

件で２７９万３，０５９円でございます。 

全体の合計は、調定件数で９５２件、金額は３９５万８，３００円でございますが、調定

件数というのは、これ請求月ごとに発生をするということで、その関係上、債務者一人に複

数の調定が行われる場合があります。そこでこの重複を除きますと実人数は、５３２人とな
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ります。 

債権放棄に至った理由のですね、全体の約９６％は、債務者の無断転居などにより所在不

明となったものでございます。この内の約８割、７４８件はアパートや借家、店舗等に給水

を行っていた事案でございます。 

この他、消滅時効、法人休止、費用倒れなど債権放棄の理由の区分につきましては、２ペ

ージの表に記載をさせていただいております。 

３ページから３１ページにつきましては、放棄しようとする債権のリストがございます。

構成は、左から市域、そして債務者の識別コード、調定を行った年度、督促の際に示した納

入期限、債権額、債権の種類、放棄の理由となっております。 

説明は以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

議長（佐藤麗子君） 補足説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はございませ

んか。 

議員（竹内伸江君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） 竹内議員。 

議員（竹内伸江君） よろしくお願いします。統合前の分ではあるんですが、調定件数９５２件の

うち、今御説明あったとおり所在不明が主で９１９件、９６％。そのうち９６％が無断転居

による所在不明ってことですが、どこまで追跡調査しているのか。また臨戸訪問している、

その状況、委託業者がやるのかそれはちょっと分かりませんが、臨戸訪問の状況をお伺いし

たいと思います。 

市の収税対策とか、臨戸訪問も結構、ある程度の成果をあげている部分もありますので、

御説明いただきたいと思います。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） はい、花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、債務者の所在不明の場合の所在調査につきましては、水道

法ではですね、いわゆる地方税等で認められている質問検査権というものがございませんの

で、調査が難しいのが現状ではございますが、例えば大家さんですとか、そういった方から臨

戸訪問した時に情報が得られた場合などは、連絡先や転居先が判明した場合はですね、速やか

に督促などの連絡をする、ということをしてございます。以上です。 

議員（竹内伸江君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 竹内議員。 

議員（竹内伸江君） はい。それでは本人死亡で相続人もいない場合の割合というか件数がわかれ

ば教えてください。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、水道料金につきましては先ほども申し上げましたとおり、

地方税の法に基づくような強制調査の権限がございませんので、なかなか本人が死亡したと

かですね、その現状を把握する、相続人を把握するとかっていう調査がですね、困難でござい

ます。 

ただあのやはり、大家さんですとか、管理人さんとか、例えば隣人とか、勤務先等ですね、

あとは弁護士の方から照会がございまして、相続に関する照会がございまして、事実が判明

するケース等がございます。で、今回のケースではですね、本人が死亡したことが判明したも

のが３６名、そのうち弁護士等の調査によって判明して、相続人がいないってことが判明し
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たものが２名。相続放棄をしたものが１名となってございます。以上です。 

議員（竹内伸江君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） 竹内議員。 

議員（竹内伸江君） はい。２ページの「水道料金等債権放棄の理由及び説明」というところで結

構詳しく、水道の場合うんぬんかんぬんと書いてありましたのでちょっとお伺いした次第で

す。 

それであの同じような答えになってしまうのかなとは思うんですけど、無資力の場合、資

力が無いと判断する場合の基準っていうのはございますでしょうか。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） 花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい。この無資力の場合の判断基準につきましては、いわゆる税

の判断基準の方を参考にいたしまして、自己破産の判決が確定したケースですとか、生活保護

の受給をしている方でですね、生活保護の支給決定をされる前に未納になってしまった分に

ついては、もうすでにその時点では生活保護により無資力ということで判断しております。以

上です。 

議員（竹内伸江君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） 竹内議員。 

議員（竹内伸江君） はい、わかりました。ただいま業務課長の方から説明の中にもありましたけ

れども、水道法の給水義務のやはり観点から、安易に、命の源ですからね、本当に、給水停

止っていうのは安易にできないと思います。この給水停止が難しい、ということの観点から

ですね、改めて支払っていただけない使用料金徴収の、この徴収の考え方について、どうい

う基本でいくのか、お聞かせ願いたいと思います。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい。水道法の第１５条第２項第３号ではですね、議員からお話

がありましたとおり、常時給水義務についてございます。水道事業者は、水道使用者に対して

常に水を供給する義務を負うとあります。あわせて、料金不払いの場合は給水を停止できる、

と規定されておりまして、その手続きにつきましては、かずさ水道広域連合企業団水道事業給

水条例第３６条に定めてございます。双務契約における債務不履行の事案といたしまして給

水停止を行っておりますが、例えば、生活困窮の申立て等事情を伺ってですね、一旦給水停止

を保留するなどの措置をとって行っているところでございます。以上です。 

議員（竹内伸江君） 議長。 

議長（佐藤麗子君） 竹内議員。 

議員（竹内伸江君） 御説明ありがとうございました。以上でございます。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

議員（佐久間勇君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 佐久間議員。 

議員（佐久間勇君） はい、ちょっと、竹内議員とダブるかもしれませんけれども、ちょっとお聞

きいたします。 

未納債権の放棄ということで、時効に伴うということで、その概ね９６％が所在不明とい

うことで、追いかけきれないと。それで契約結ぶには身元確認もとっていないということで、

もうこれ追いかけきれないと思うんですが、だけども、ちょっと考え方を変えますとですね、
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例えばアパートに暮らしていて、また借家に暮らしていてっていう人で、お金はあるんだけ

ども、払い込みをしようと思ったけども、その払い込みの期限がもう切れちゃったよ、とい

うような話を聞くんです。ちょっとその点をちょっとお聞きしたいんです。この納入期限っ

ていう払い込むためのことに対して納入期限っていうものがあるんですか。  

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、議長。 

議長（佐藤麗子君） 花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、通常ですね、月初めにいわゆる検針を行いまして、水量の

方を確認して、その月の２０日にですね、納付書をお送りしまして、いわゆる納入期限といた

しましては、その月末になってございます。以上です。 

議員（佐久間勇君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 佐久間議員。 

議員（佐久間勇君） はい、それでですね、その納入期限を過ぎたものではもう使えないというよ

うなこともちょっと聞いたんです。そこでです、私は口座からの引落しをされているからあ

まりそういうことはわかりませんけれども、その支払いの方法というのが、他の方法も考え

られるのではないかなと思うんです。 

最近ですね、なんとかペイとかって色々とあって、クレジットカード、クレジット決済と

いうことで、ポイントも付与してクレジット決済をするって形だと、若者層は割とクレジッ

トからの引落しでポイントが貯まるからっていうことでやっているようなことを聞くんで

す。 

それで今もその水道料金に対して払込みに行く手続きが面倒だということも聞きますの

で、ここはちょっと、払えない、本当に払うお金がないとかっていうことに対しては、取り

ようがないかもしれませんけれども、今までのその所在不明という話でいくと、払える人で

も納付の期限が切れてしまったとか、どっかへもう転居したとかってということで、小さな

金額でも累積するとこれだけの額になりますので、クレジット決済、ポイントをつけてのク

レジット決済というのも考えられると思うんですが、その辺はどうお考えですか。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい。 

議長（佐藤麗子君） 花澤業務課長。 

参事（業務課長）（花澤吉敬君） はい、まず今御質問、支払方法の拡充としてポイントの付与をす

るクレジット決済の導入という御質問だと思います。 

令和２年度の収納実績において支払方法ごとに見てみますと、口座振替につきまして  

７０．８％、コンビニ払いが２４．３％、金融機関窓口払いが３．６％、営業所の窓口払いが

１．３％となっておりまして、約 7割が口座振替によって支払われている計算になります。 

クレジットカードを利用して代金の支払いを行う場合ですね、通常その代金を受けとる側

がいわゆる加盟店手数料という形で、利用代金の一定量の手数料を負担するシステムとなっ

てございます。クレジット決済の導入を考えるときに、かずさ水道広域連合企業団が負担す

ることとなるであろう加盟店手数料を試算いたしますと、仮に、先ほどの、口座振替の７割以

外の納付書払いの利用者である３割がクレジット決済に移行したと、ちょっと乱暴ですが計

算してみますと、８千万円以上の手数料が発生する試算になってございます。 

また、導入するにあたりましては、大規模なシステム改修費が発生するものが予想されま

す。クレジット決済の一般的な手数料の料率でいきますと、利用額の約３％と言われており、

一回の利用が３万円とすると、９００円の手数料がかかることとなります。この手数料の中

から、カード会社がポイントとして利用者に還元するシステムでございます。 
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  クレジット決済につきましては、手数料等の導入費用の負担が増えるだけではなくて、シス

テムがちょっと煩雑になることも予想されまして、費用対効果の面からも、クレジット決済の

導入は慎重に判断すべきと考えてございます。 

しかしながら、議員御指摘のとおり、支払いの際にキャッシュレス化等もですね、現在、有

効性が注目されているところでありますことから、既に各市域の方も税等では導入されてい

るところではございますが、当企業団におきましても、令和４年４月にスマートフォンを利

用したペイペイなどのマルチペイメントを導入いたしまして、キャッシュレス化を推進して

まいりますので御理解くださるようお願い申し上げます。以上です。 

議員（佐久間勇君） はい、わかりました。ありがとうございます。 

議長（佐藤麗子君） 他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） 質疑はないものと認め、質疑を打ち切ります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（佐藤麗子君） ないものと認め討論を打ち切ります。 

これより議案第３号について採決を行います。 

お諮りいたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（佐藤麗子君） 賛成全員。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（佐藤麗子君） 以上をもちまして、今期定例会に付議されました案件の全部を議了いたしま

した。 

 

 

広 域 連 合 企 業 長 あ い さ つ 

 

議長（佐藤麗子君） ここで、広域連合企業長から閉会のあいさつがあります。 

広域連合企業長(渡辺芳邦君) 閉会に当たりまして、一言、お礼のごあいさつを申し上げます。

本定例会に提案いたしました議案につきましては、原案どおり可決賜り、誠にありがとうござ

いました。 

  今後とも、議員の皆様の御指導とお力添えをお願い申し上げ、閉会に当たってのあいさつと

させていただきます。 

本日はありがとうござました。 

 

 

 

閉           会 

 

議長（佐藤麗子君） これをもちまして、令和４年２月かずさ水道広域連合企業団議会定例会を閉

会いたします。お疲れ様でした。 

 

（ 令和４年２月１５日  午後４時１分） 
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以上、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 

 

 

     令和４年２月１５日 

 

 

        かずさ水道広域連合企業団議会議長     佐  藤  麗  子 

 

 

 

             同   会議録署名議員     竹  内  伸  江      

 

 

 

             同   会議録署名議員     𠮷  本     充      


